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令 和 4年 1月

本堂の正面、旧山門を入つてすぐ右手にありました松の木、
樹齢三百年以上と言われ、永年の風雪に耐え当山の象徴でも
ありましたが、昨年末松食い虫の被害を受け、僅か 2～ 3日
で急速に枯れてしまいました。
異変に気が付き、すぐに都造園様で消毒処理をお願いし様

子を見ていましたが一向に回復の気配が見えず、このまま
放置す ると他の木に影響 したり、近隣にも迷惑が及ぶ可能
性があるとのことから、急遠役員会を開き専門家の意見も
踏まえた上で、止むなく伐採することとなりました。

左の写真は昭和 28年のもので、当時は真つ直ぐに伸びて
おり、枝振りも大きく、当時の子どもたちが木登りをしたり、
よく檀信徒の方がこの前で写真撮影されていたそうです。

(写 っているのは祖母の北川義です)

伐採後 は観音堂や鐘楼等 々の第 2期工事での

重機搬入等の利便性 を考慮 し、す ぐに代替の植樹
は行わず、工事終了後に させ ていただきたい と

考えています。
また木の中心部分は大きな穴が空いてお り、残念
ではあ りますが、寿命が尽きたものと思 います。
これまで長い問お寺を見守つてきて貰ったことに

感謝 し、伐採当日の朝に荘厳を整え、読経 させて
いただきました。

左の写真は伐採後に撮影 した断面ですが、内部
は完全に朽ち果ててお り、逆によくこれまで耐え
てくれたと感心いたしました。

なお、伐採 された松の幹の部分は本堂を建築い

ただいたキタセ様に持ち帰って貰い乾燥後に製材
して第 2期 工事で再建予定の山門の山号額の一部
に使用 される予定です。  合 掌

墓面 に続 く

本堂正面の松が枯れ、止むなく伐採 とな りま した !



【春彼岸会の 日程】
別紙でもお伝えしておりますが、春彼岸会を次のように予定しております。

来だにコロナウイルス感染症の収束が見られないことから、中日法要ではこれまでの
ような規模でのコンサートやイベント等は行わず、回向法要の後に法話のみ行い、で
きるだけ短時間で終了させていただく予定です。
堂内の換気は勿論、椅子や木魚、建具の取つ手、 トイレ等の皆様に直接お手を触れ

ていただくところは念入りにアルコール消毒等を徹底いたしますので、皆様おl前いで
お参りいただきますよう、宣しくお願いします。
・ 彼岸の入り  18日 (金)午後 1時～  お彼岸回向  (施主別回向)

・ 中 日 法 要  21日 (月)午後 1時～  お彼岸法要と法話

。結   願  24日 (木)午 後 1時～
午後2時頃終了予定しています
お彼岸回向  (施主別回向)

【庫裏玄関戸取 り替え完了のお知 らせ】
これまで皆様方がお寺にお越 しいただいた際に、老朽化 した玄関戸で指を挟んで

怪我をされたり、内部の踏み石の段差で転倒されることが続いていました。
先 日、橋本ガラス様とキタセ様に取り替え改良工事をお願いし、美しく蘇ると共に

段差の解消や軽量化等、十分な安全性を確保いただきました。これから春のお彼岸等
で御来寺いただく際にも安心してお越しいただけようになりました。

【建築資金寄進のお知 らせ】
今回、安岡輝彦氏より第 2期工事に向けた追加の建築資金の御寄進を賜 りました。

また、皆様方からも多額の御寄進を賜り、篤く御礼申し上げます。
観音堂をはじめ、鐘楼、山門や外壁等の第 2期工事を控え、多額の資金が必要な

中、誠に有り難 うございました。
できるだけ早期に今後の建築計画について皆様方のお示しさせていただきたく存

じます。何卒宜 しくお願い申し上げます。
・建 築 資 金 金 100万 円追加 (計 20
。建 築 資 金 金 108万 円   施
。建 築 資 金 金 100万 円   施
。建 築 資 金 金 100万 円   施
・建 築 資 金 金 100万 円   施
・建 築 資 金 金 100万 円   施
・建 築 資 金 金 100万 円   施
・建 築 資 金 金 100万 円   施
【院号料御寄進のお知 らせ】
尾川原誠司氏より尾川原 トシエ氏の御逝去に際 し、北川雄介氏より北川廣子氏の

御逝去に際し院号 (冊什物)料の御寄進をいただきました。誠に有 り難 うございました。
院号 lll器什物)料 金 35万円 為 敬義院法詈利栄生信大姉 (故 尾川原 トシエ 氏 )

施 主 尾り|1原 誠 司 氏
院号 lll器什物)料 金 35万円 為 謙徳院学替廣風賢信大姉 (故 Jヒ リ|1廣 子 氏 )

施 主 北 川 雄 介 氏
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